
― 未来をひらく、心をひらく ―

ひらく

男女共同参画社会をめざす

49
2021.10

●一点を支点としてひらく●窓・扉を
ひらく●道をひらく●口・目をひらく●
花がひらく●運をひらく●文化を
ひらく●インターネットをひらく●新
聞・本をひらく●講座・会をひらく

特 集生きやすい生活
はなしたいことをはなせる毎日



特 集
生きやすい生活
はなしたいことを
はなせる毎日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

で
変
わ
っ
た
生
活
習
慣
。
こ
の
変
化
を

き
っ
か
け
に
自
分
達
の
生
活
を
生
き
や
す

い
方
向
に
軌
道
修
正
し
て
い
く
に
は
？
　

自
分
に
と
っ
て
の
生
き
や
す
さ
と
は
ど
ん

な
形
な
の
か
を
考
え
て
み
る
。

日
常
の
中
で
、
自
分
の
気
持
ち
が
思
う

よ
う
に
だ
せ
な
い
。
そ
れ
が
周
り
の
人
た

ち
を
困
惑
さ
せ
誤
解
さ
せ
る
。
そ
ん
な
つ

も
り
は
な
い
の
に
相
手
を
不
快
に
さ
せ
る
。

そ
の
逆
に
、
嫌
だ
と
思
う
気
持
ち
を
ど
う

し
て
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
の
か
苛
立
つ
。

も
ち
ろ
ん
周
り
の
人
間
全
て
を
好
き
に

な
る
な
ん
て
不
自
然
で
す
。
自
分
と
相
手

の
関
係
が
対
等
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
ど

う
す
る
か
は
自
分
し
だ
い
で
す
。

で
も
、
自
分
を
正
直
に
見
つ
め
る
の
は

難
し
い
。
聞
い
て
く
れ
る
だ
け
の
相
談

者
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
た
ち
と
の
交

流
。
自
分
の
気
持
ち
を
話
す
勇
気
を
持
つ

た
め
に
、
手
助
け
し
て
く
れ
る
場
所
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

生
き
や
す
さ
を
考
え
る

私の心を開いてくれました

私が子どもの様子が変だと気づいた時、それは周りが大学受験態勢に入る頃だった。息子が部屋から出

てこない、予備校にも通わず部屋の中で何をしているのかわからず、食事もとらない。時々壁を叩いてい

る大きな音が聞こえる。ショックで夜も寝られず数ヶ月が過ぎた。

少し落ち着いてから相談先を探しました。まずはインターネット、公の機関で東京都立多摩総合精神保

健福祉センターを見つけました。女性相談員は私よりずっと若い。でも、トレーニングを積んだ方で、私

の心を開いてくれました。余計なことは言わないけれど、こちらが不安に思っていること、例えば、部屋

で見つけたお酒のビンについて、それは一過性のものでアルコール依存症ではない。セルフネグレクトに

なっている時には、こういうケースはよくあり、特殊ではないと不安を鎮めてくれました。相談が終わっ

て待合室で見た他の相談者の、少しほっとした様子に、あー自分だけじゃないんだなと思いました。それ

からは月に一度、事態が落ちつくまで通いました。
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安心して話ができる場をつくる

小平市男女共同参画センターひらく登録団体のこだいらＤＶ防止ネットワーク（通称Ｐネット）
のメンバーの一人、日

ひなた
向さんにお話を聞きました。

Ｐネットでは、電話相談を始めるにあたり、まずはメンバーがＤＶについての正しい
知識を身につけることからスタートし、研修を受けるなど何年かかけて準備をしました。
ＤＶについては、「夫婦ならがまんすることもある」「逃げないのだから自分の責任」など、
誤解や偏見も多いのが現実です。当事者がつらい思いを口にできるのは、わかってくれる
相手だから。
そのうえで、相談を受ける側の考えを当事者に押しつけないこと、当事者の考えを否定

せず受け入れること、専門機関を紹介した後もその機関に赴くかは当事者の意思に委ねる
ことを意識しているとのことでした。
不定期ですが、気軽に話ができる「ＤａＶｅ（だべ）り場」も開催しています。

こだいらＤＶ防止ネットワークとは

ＤＶとは、「ドメスティック・バイオレンス」を略したもので、「配偶者や恋人など親密
な関係にある、またはあった者から振るわれる暴力」という意味で使用されています。
こだいらＤＶ防止ネットワークは、ＤＶを防ぎ、理解を広げ、被害者支援につなげたい
と活動をしています。また、身近な市民として、月に１回電話相談を受け付けています。

体
を
動
か
し
て
心
を
整
え
る
～
ヨ
ガ
～

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
辛
い
状
況
が
原
因
で
心

に
負
担
が
か
か
り
疲
れ
た
り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
心
を
休
め
心
を
軽
く
す
る

た
め
に
体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ヨ
ガ
と
い
う

言
葉
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
“
つ
な
が
り
”
を

意
味
し
ま
す
。
心
と
体
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

仰
向
け
に
寝
て
目
を
閉
じ
、
お
腹
が
へ
こ
む
よ
う

に
鼻
か
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吐
き
、
５
秒
息
を
止
め

る
。
今
度
は
お
腹
を
膨
ら
ま

せ
な
が
ら
思
い
切
り
息
を
吸

い
ま
す
。
そ
し
て
５
秒
息
を

止
め
る
。
こ
れ
が
“
安
ら
ぎ

の
ポ
ー
ズ
”
で
す
。

で
き
る
だ
け
、
何
も
考
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
の
ゆ
が
み
を
整
え
、
肺
を

活
性
化
し
体
全
体
に
酸
素
を

届
け
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の

時
間
で
も
毎
日
や
る
こ
と
で

体
と
心
が
安
ら
ぎ
ま
す
。

ＰネットＤＶ市民相談

042-307-8241
受付：毎月第４月曜日10：00～20：00
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私の心を開いてくれました

こどもの様子が変。それは周りが大学受験態勢に入る頃。息子が部屋から出てこな
い、予備校にも通わず部屋の中で何をしているのかわからず、食事もとらない。時々壁
を叩いている大きな音が聞こえる。ショックで夜も寝られず数ヶ月が過ぎた。
少し落ち着いてから相談先を探しました。まずはネット、公の機関で東京都立多摩総
合精神保健福祉センターをみつけました。女性相談員はｍさんよりずっと若い。でもと
てもトレーニングを積んだ方で、私の心を開いてくれました。余計なことは言わないけ
れどこちらが不安に思っていること、例えば部屋で見つけたお酒のビンについて、それ
は一過性のものでアルコール中毒ではない。セルフネグレクトになっていることにも、
こういうケースにはよくある、特殊ではないと不安を鎮めてくれました。終わって待合
室で見た相談者の、少しほっとした様子に、あー自分だけじゃないんだなと。それから
は月一度、事態が落ちつくまで通いました。

※「東京都立多摩総合精神保健福祉センター」は公立の相談機関で無料です。
不登校、DV、虐待などの悩みの相談に大きく門戸を開いています。

う
た
う
こ
と 

歌
に
は
詩
が
あ
り
、
旋

律
が
あ
り
、
歌
い
手
が

い
ま
す
。
歌
う
者
と
し

て
は
、
詩
の
心
を
読
み
取

り
、
そ
の
旋
律
と
和
声
を

感
じ
、
体
を
使
っ
て
表
現

す
る
も
の
で
す
が
、
マ
イ

ク
を
使
わ
な
い
で
歌
う
に
は
、
共
鳴
が
必
要
で
す
。

首
か
ら
下
は
共
鳴
箱
と
し
て
、
頭
部
は
息
の
通
り

道
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、息
を
吸
っ
て
吐
く
と
き
に

頭
で
考
え
た
こ
と
、
心
で
感
じ
た
こ
と
を
息
に
入
れ

込
ん
で
送
り
出
し
ま
す
。
そ
の
息
に
ゆ
が
み
が
な
い

よ
う
に
関
節
を
し
な
や
か
に
、
筋
肉
は
大
胸
筋
、
腹

直
筋
、
腹
斜
筋
、
広
背
筋
な
ど
の
、
や
は
り
し
な
や

か
な
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
作
り
な
が
ら
送
り
届
け
ま
す
。

自
分
で
も
見
え
な
い
部
分
を
整
え
る
方
法
は
、

各
々
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
聞
き

手
と
曲
を
共
感
し
合
う
よ
う
に
、
心
を
込
め
て
歌
い

ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
体
の
細
胞
ま
で
が
喜
び
ま
す
。

声
楽
家　
須
藤
美
衣
子

小平クローバーの会に聞きました

「『ひとり親だけどひとりぼっちじゃない』という思いが生まれると、同じ境遇にいる

人と共感できて、明日から前を向いて頑張っていけます。」と小平クローバーの会の代表

は言います。この会は小平市内、近郊に住むシングルマザー、シングルファーザーを対象

に、そんな生き方を広げる活動をしています。

月１度行われる「おしゃべり会」では、普段の思いを話せて、思いを共有できるので

時間を忘れて話し合えます。同じひとり親のみなさんと交流できると、元気になって、

前を向いて生きることができるようになります。いろいろな人とつながることで経験し

たことのない活動ができ、仲間が増えた感じがします。

小学生から高校生まで、子どもの学習を支援する「クローバー塾」を月１度開催した

り、フードバンク（※）から食品を会員に配布したりする活動をしています。中央公民館

の喫茶運営もしていて、売上げの一部は団体の活動資金になっています。

この団体をとおして、いろんな人と楽しく関われそうです。

小平クローバーの会では新規会員を随時募集中です。
詳しい活動内容はホームページをご参照ください。

※フードバンクとは、まだ食べられるにもかかわらず処分されてしまう食品を、必要としている
方々に届ける活動のことを言います。
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令和３年度　男女共同参画週間講演会� 6月 26日（土）午後2時～
小平市中央公民館ホール

防災・減災に男女共同参画の視点を
～安全で配慮ある多様な支援とは～

講師 瀬山紀子�さん（明治大学兼任講師、女性防災ネットワーク東京呼びかけ人）

今、私たちが経験しているコロナ禍の女性への影響を話された後、東日本
大震災の避難所の運営に携わったことで経験された女性の困難と負担につい
て指摘されました。男性が80％以上を占める都道府県や市区町村の防災会議
が見落としている女性の問題の大きさ、男女共同参画の視点で災害を見ると
わかる女性の負担の大きさ、それらを知ると防災や減災についての考えが変
わり、女性にふさわしい対応ができそうです。

認定 NPO 法人 しんぐるまざあず・ふぉーらむ

シングルマザーと子どもたちを支援する団体です。無料メールマガジンの登録ができます。相談は
電話でもメールでもできます。名前を名乗らなくても参加できるグループ相談（ママカフェ・ほっと
サロン）や就労講座もあります。Q&Aのページでは困っている方が次の一歩を踏み出せるように具体
的に、また、選べるような回答になっています。ひとり親におこる様々な問題に関わる人たちの数を
ふやすために「ひとり親家庭サポーター養成講座」を定期的に開いています（令和３（2021）年９月の
講座は満席。令和４（2022）年１月に再度実施予定）。支援員、相談員等のほか、関心のある方、当事
者も受講できます。
講師は社会福祉士、弁護士、産業カウンセラー・キャリアコンサルタント、DV被害者への支援をす

る団体代表、生きづらさを抱える子どもとその家族を支援する団体代表です。講座の内容はひとり親
支援、子育て支援、就労支援、DV被害者への支援、法律手続き等と充実しています。ホームページに
は他に「赤石千衣子Yahoo!コラム ひとり親が生きる」「ひとり親向けお役立ち情報イーヨ」など役立
つ情報のページもあります。

※認定特定非営利活動法人制度（認定NPO法人制度）は、NPO法人への寄附を促すことにより、NPO法人
の活動を支援するために税制上の優遇措置として設けられた制度です。（内閣府NPOホームページ）

認定 NPO 法人しんぐるまざあず・ふぉーらむ
https://www.single-mama.com/
050-3196-1114
受付：火・木（祝日は休み）16:00 ～ 21:00

ひとりで
悩まないでね

しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事長
赤石 千衣子さん
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『ひらく』の書棚
小平市男女共同参画センター“ひらく”にある本の紹介です。

『「
男
女
格
差
後
進
国
」
の
衝
撃

無
意
識
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
を
克
服
す
る
』

『
げ
っ
け
い
の
は
な
し

い
の
ち
の
は
な
し
』

治
部
れ
ん
げ　

著

〈
小
学
館
新
書
〉

８
０
０
円
+
税

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
公
表
し
た

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（
2
0
2
0
）」に
よ
る
と
日
本
は
153
か
国

中
121
位
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
指
標
は
経

済
、
政
治
、
教
育
、
健
康
の
４
つ
の
分

野
の
男
女
格
差
を
指
標
化
し
て
総
合
ス

コ
ア
を
算
出
し
て
い
ま
す
。
先
進
国
で

は
最
下
位
レ
ベ
ル
で
、
ア
ジ
ア
諸
国
の

中
で
も
中
国
・
韓
国
、
A
S
E
A
N
諸

国
よ
り
も
低
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
2
0
2
1
年
の

デ
ー
タ
も
公
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
事
実
が
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に

「
衝
撃
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い

る
理
由
で
あ
り
、
読
者
に
と
っ
て
も
日

本
の
男
女
格
差
が
そ
ん
な
に
大
き
い
の

か
と
実
感
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
改
善
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
？
海
外
の
取
り
組
み
事
例
や
国
内

の
企
業
や
自
治
体
な
ど
の
成
功
例
が
豊

富
に
紹
介
さ
れ
て
い
て
大
変
参
考
に
な

る
本
で
す
。

作
者
の
大
石
真
那
さ
ん
は
保
健
師
で

あ
り
、
主
に
乳
幼
児
の
保
護
者
向
け
の

性
教
育
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

本
書
の
執
筆
の
き
っ
か
け
は
、
末
娘

を
妊
娠
中
に
当
時
８
歳
だ
っ
た
長
男
か

ら
の
「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
う
や
っ
て
お
母

さ
ん
の
お
腹
に
来
た
の
？
」
と
い
う
問

い
か
け
で
し
た
。
そ
し
て
、
主
人
公
が

小
学
３
年
生
男
子
と
い
う
こ
の
絵
本
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

正
確
か
つ
可
愛
ら
し
い
パ
ス
テ
ル
調

の
イ
ラ
ス
ト
や
図
解
を
用
い
て
、
小
さ

な
子
ど
も
に
も
伝
わ
り
や
す
い
言
葉
を

選
び
つ
つ
丁
寧
に
物
語
が
進
ん
で
い
き

ま
す
。

導
入
部
分
は
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
様

に
「
月
経
と
命
」
の
内
容
で
す
が
、
読

み
進
め
る
ご
と
に
命
が
生
ま
れ
る
営
み

に
つ
い
て
や
人
と
し
て
の
個
人
の
生
き

方
の
自
由
、
責
任
、
権
利
に
ま
で
至

り
、
頭
の
中
に
様
々
な
気
づ
き
が
生
ま

れ
る
素
晴
ら
し
い
絵
本
で
す
。

家族にケアが必要な人がいる時、「一般に
は大人が担うようなケアや責任を引き受け、
家族の世話、家事、介護などを行っている」
子どもや若者のことを言い
ます。
彼らは「家事を手伝う良
い子、やさしい子」と周り
から思われていて、自分自
身も幼い時から家事や介護
をすることが日常になって
しまい、若者らしい生活が
出来ていないことに気がつ

かないことが多いのも問題です。
学校に通うのも困難になったり、友人と遊

んだりもできず、孤立したり、進学をあきら
める子もいます。誰にも気
づかれず、相談ができな
かったことが問題になり、
最近になって調査が進み
相談窓口が増えてきていま
す。地域や学校など、周り
の大人たちがいち早く気づ
いて対応できるような社会
になることが望まれます。

ひらくの言葉　 「ヤングケアラー」　

＊男女共同参画センターで借りることができます。

大
石
真
那　

作

深
井
あ
ず
さ　

絵

〈
み
ら
い
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
〉

１
3
０
０
円
+
税

6



ひらくはココにあります。
男女共同参画センター“ひらく”、公民館（11館）、図書館（11か所）、地域センター（19 館）、
大学（6か所）、福祉会館、市民総合体育館、児童館(3館）、市内保育園、幼稚園、健康センター、
健康福祉事務センター、市役所、東部・西部出張所、郵便局（17か所）、市内各駅（7か所）、
ふれあい下水道館
小 川 町

上水本町 鈴木町

学園東町

美 園 町

仲 　 町

花小金井

手作りクッキーの店歩、商工会館、JA 東京むさし、小平警察署、小平消防署小川出張所、南台病院、和食処楠

佐野商店、たましん小平支店、NMC ギャラリー、小川ホーム

ギャラリー青らんぎ アトリエ・パンセ   eggg cafe、サイン・カフェ「ベリーユー」

ビューティーサロンサンローズ、梁里館、美容室ヘアーグラシュ、本間歯科、ヘアーサロンサンライズ、笹間住宅資材、
学園接骨院、国際交流協会、しらき鍼灸治療院

日本堂文具店、梅の里、アクティブスタジオ、りそな銀行小平支店、おだまき工房、きそ歯科クリニック、
ふく歯科、寝具センター丸新、美容室　  、とりあん、一橋鍼灸接骨院、お化粧のしのざき、　
Kimamaya T&K、宮鍋園本店、レンタル BOX 学園坂

多摩済生病院、カフェラグラス、珈琲の香、POEM（ぽえむ）、永田珈琲、
ルネこだいら、子育てサポートきらら、アンデスの家ボリビア

小平消防署　　　　　　　ガスミュージアム

公立昭和病院、Cafe & Deli hug、Tacos Mercado、HANA cafe style、上原薬局２丁目店

Je

小川西町

小川東町

学園西町

大 沼 町

編
集
後
記

青
梅
街
道
駅
を
通
過
す
る
電
車
と
小
平
市
の
風

景
を
撮
影
し
ま
し
た
。
澄
み
切
っ
た
青
空
に
小
さ

な
雲
が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。

単
線
を
交
互
に
通
過
す
る
電
車
の
色
は
赤
、

黄
、
青
と
色
と
り
ど
り
で
、
色
あ
て
ゲ
ー
ム
を
楽

し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
小
平
に
は
こ
ん
な
風
景

が
あ
る
！
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
瞬
間
で
す
。

「
表
紙
に
つ
い
て
」

行って
みました

小
平
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー“
ひ
ら
く
”

に
は
、
15
団
体
が
登
録
し
て
小
平
市
と
協
働

で
講
座
を
開
催
し
た
り
、
元
気
村
ま
つ
り
な

ど
で
啓
発
活
動
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

９
月
に
開
催
さ
れ
た
L
G
B
T
講
座
の
実
行

委
員
会
と
市
長
と
の
懇
談
会
が
あ
る
と
い
う

の
で
傍
聴
し
て
き
ま
し
た
。

L
G
B
T
講
座
の
実
行
委
員
会
は
、
最
終

段
階
と
な
り
当
日
運
営
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
下
で
の
開
催
の
た
め

様
々
な
配
慮
が
必
要
で
、
念
入
り
な
打
ち
合

わ
せ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
長
と
の
懇
談
会
に
は
９
団
体
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
令
和
３（
2
0
2
1
）年
４
月

に
市
長
選
挙
が
あ
り
、
小
平
市
初
の
女
性
市

長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
小
平
市
第
６
代
市
長

で
あ
る
小
林
洋
子
市
長
と
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
登
録
団
体
と
の
懇
談
会
は
今
回
が
初

と
な
り
ま
す
。
市
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
各
団
体
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
紹
介

と
と
も
に
市
長
へ
の
要
望
や
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
中
で
も
、
小
川
駅
西
口
地
区
市
街

地
再
開
発
事
業
公
共
床
に
移
転
す
る“
ひ
ら
く
”

に
つ
い
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
た
め
の
活

動
拠
点
と
な
る
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、

専
門
性
を
持
つ
担
当
者
の
配
置
が
多
く
の
団

体
か
ら
要
望
と
し
て
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
か
ら
は
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
活
用
を
考
え
て
い

る
、
ま
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
検
討
す
る
と
の
こ
と
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を
今
後
も
持
ち
た
い
と

い
う
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
長
か
ら
も
ま
た

や
り
ま
し
ょ
う
と
の
お
返
事
が
あ
り
ま
し
た
。

登
録
団
体
の
地
道
で
熱
心
な
活
動
を
踏
ま

え
て
出
さ
れ
る
意
見
は
、小
平
市
の
市
民
活

動
の
幅
の
広
さ
や
力
強
さ
を
実
感
で
き
る
も

の
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
活
動
が
活
か
さ
れ

て
、よ
り
一
層
住
み
よ
い
小
平
に
な
っ
て
い

く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

広報誌『ひらく』の
最新号はこちら　→

撮
影　
長
塚 

秀
人

小
平
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

登
録
団
体
懇
談
会

コロナ禍において、非正規雇用労働者
の失業やDV相談件数の増加など、特に女性へ

の影響が大きく出ている現状が浮き彫りとなりまし
た。その中で、経済的な理由などから生理用品を入手
することが困難な状態にある「生理の貧困」も大きな話題
となっています。
これを受けて小平市では、令和３（2021）年６月下旬か

ら、コロナ禍のさまざまなご事情でお困り
の方を対象に、市内22か所で生理用品の
配布をしました。
自身の悩みや困りごとで不安を抱え、
声をあげない・あげられない人が適切な
支援につながるよう、生理用品の配布
を通し、各種相談窓口などの
情報提供も行いました。

生理用品の配布をしました

●　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広
が
っ
て
か
ら
、
外

出
す
る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
け
、
店
や
施
設
に
入
る
と

熱
を
測
っ
た
り
、
手
を
消
毒
し
た
り
し
ま
す
。
家
に
帰

る
と
、
手
を
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
す
。
以
前
な
ら
し

な
か
っ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
強
い
ら
れ
て
、
生
き
づ
ら

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
解
消
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
？
不
安
で
す
ね
。�

（
K
）

●　

今
年
初
め
て
実
行
委
員
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
着
々
と
仕
上
が
っ
て
い
く
誌
面

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
ら
く
」の
表
紙
は
、
ほ
ぼ
全
面
に
写
真
を
使
用
し

ま
す
。
本
誌
の
顔
と
し
て
小
平
ら
し
さ
と
特
集
の
内
容

を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
に
つ
い
て
、
議
論
を
重
ね

た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。�

（
H
）

▲生理用品配布用マーク
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リー 智子（りー さとこ）さん

いきいき
レディ●47

小平在住・在勤・在学の女性を訪ねて、
そのいきいきした様子や元気の素を伝えます。 玉川上水46億年を歩く

“ ひ ら く ”

N

西
武
多
摩
湖
線

萩山駅

↑久米川

狭山・境緑道

江戸街道

←八坂 小平→西武拝島線

萩山公園
グラウンド

萩山団地

れんげ萩山
保育園

萩山公園
プール

青
梅
街
道
↓

←小
川

小平元気村おがわ東　２階
男女共同参画センター

案 内 図案 内 図

どなたでも（利用登録団体は予約可）

玉川上水を基点に人と自然の関係に
ついて考える団体通称「ちむくい」代
表の、リー智子さんからお話を伺いま
した。

そもそものきっかけは、息子が虫好
きなので「虫の観察会」をしたら、
きっと楽しいに違いないという単純な
発想でした。そうは言っても、全く虫
に詳しいわけではないので、まずは
「アリは一体どの食べ物に早く食いつ
くのか？」というようなクイズ形式の
実験を行うなど、手探りで楽しんでい
ました。
水路自体が禁足地である玉川上水
は、絶滅危惧種も含む多様な生物の生

息地です。宅地開発で住処を奪われた
小さな生物たちの避難場所なんです。
生物の専門家を招き観察会を継続する
うちに、専門家も驚くほどの多種多様
な生物の宝庫であることがわかってき
ました。
自分自身は虫や植物の知識は全くあ
りませんでしたが、その道の専門家と
子どもたちを繋ぐコーディネーターと
いう役割です。
2021年４月に取り組んだ「玉川上
水46億年を歩く」というアートプロ
ジェクトは、玉川上水の出発点の羽村
取水堰から終点の皇居までの46㎞の
道のりを、地球の歴史46億年になぞ
らえて、ひたすら歩くというイベント
でした。ただ歩くのではなく、今自分
がいる辺りは地球の成り立ちでどうい
う状況なのかという詳しい解説付き地
図を見ながら歩きます。沿道では、取
り組みを支援してくれた方、実際に入
念な計画を練るために一緒に実地調査
に参加してくれた方などの応援をもら
い早朝から12時間半かけてゴールに
到達しました。ゴール手前のたったの
２mが人の歴史なんです。

46億年という長い時間をかけて作り
上げられた生命の果てしない営みが、
今現在、危機的状況にあります。何か
しらのアクションを一人一人が実行に
移すことで、小さな生き物が救われ、
少しでも良い未来につながる、という
ことを今の子どもたちに身をもって伝
えたい。ぜひ、多くの子どもたちに観
察会やワークショップに参加してもら
い、体験を通し感じ取って欲しいです。

リーさんは、1982年の武蔵野美術
大学の学生だった頃から畑を作って、
家庭の生ごみはコンポストに入れ＜地
球のごはん＞にしています。継続は力
なりを実践されている魅力的な方で、
ぐいぐいと
話に引き込
まれる楽し
いひと時で
した。

「玉川上水46億年
を歩く」展示風景

ジェンダー平等をめざすオンライン連続講座＆
小平アクティブプラン21策定のための地域懇談会（全３回）

第四次計画案の説明と意見聴取にあわせ、オンライン連続講座を開催します。
誰もが幸せに生きることができる地域社会の実現のために共に考えましょう。
１回のみの参加も可能です。いずれの回も講師は来場せず、オンラインによる講演です。
申込みについての詳細は、市報10月20日号、小平市ホームページをご覧ください。

第２回 働き方改革とライフシフト
「そとの時間も うちの時間も分け合おう」
講師　浅倉 むつ子さん
令和３（2021）年11月16日（火）
午後２時～４時
会場視聴：ルネこだいら中ホール

第３回 ジェンダー未来論
「同じ景色が見える社会へ」
講師　上野 千鶴子さん
令和３（2021）年12月５日（日）
午前10時～正午
会場視聴：中央公民館ホール

第１回 ＤＶ・性暴力の根絶
「愛が暴力にかわるとき」
講師　森田 ゆりさん
令和３（2021）年11月12日（金）
午前10時～正午
会場視聴：小川西町公民館ホール

撮影：菅野勝男

主催：こだいらDV防止ネットワーク、小平市
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